
順位 氏名 要　　旨

1 上勢頭　巧 １．
子育て環境の「小1の壁」解消

と教育現場の体制強化

(1) 長期休暇中の子育て支援センターの柔軟な運用と機能拡充に

ついて

(2) 子育て支援センターにおける備品（チャイルドシート等）

(3) 特別支援教育支援員及び学校用務員・寮監等の適正配置と人

材の有効活用

(4) 未就学児から義務教育への円滑な移行に向けた部局間連携

２．
所管事務調査等に基づく学校環

境の整備及び不審者対策

(1) 町内小中学校の校舎・体育館・遊具の老朽化対策と修復計画

(2) 教室の電灯LED化の進捗状況と今後の計画について

(3) 西表西部地区における物品搬送にかかる負担軽減策

(4) 学校における不審者・侵入者対策の強化と防犯設備の整備

(5) 竹富町ネイチャースクールの成果と今後の継続的な実施

３．
島内で安心して老後を迎えられ

るよう介護人材の確保・育成

(1) 介護人材の不足解消に向けた具体的な育成・確保施策

(2) 介護従事者の処遇改善と事業所への受け入れ・育成補助

(3) 過去の研修受講者の掘り起こしと「ゆいまーるワークショッ

プ」の開催

(4) コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の配置状況と協

働体制

４．
竹富町準景観地区条例の運用見

直し

(1) 竹富町準景観地区条例への歴史的景観形成地区保存条例等と

の連動明記

(2) 景観審議会の構成の検討、運用の確認

５．
島内のインフラ・施設の更新計

画

(1) 道路整備体制の構築と小型重機の配備

(2) 既存井戸の整備と利活用、公有地化の検討

(3) 町内小型焼却施設・下水処理施設の更新とごみ袋の在庫不足

への対応

(4) 竹富島墓地の維持管理計画と発見された遺構の調査・住民説

明

(5) 竹富東港ターミナルの雨漏り補修

2 加屋本　真一 １．
波照間航空路・海上交通につい

て
(１)-

２． 小浜ゴミ焼却施設について (１)-

３． 波照間水道について (１)-

４．
波照間漁港・ターミナルについ

て
(１)-

５． 高等学校誘致について (１)-

６． 訪問税の進捗について (１)-

７． ３月議会で質問した進捗 (１)-
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順位 氏名 要　　旨件　　名

3 東金嶺　肇 １．

波照間歯科診療所の医療機器の

更新とマイナンバーカード連動

に伴う診療報酬請求の停滞につ

いて

(1) レントゲン撮影装置の現状

(2) 大原歯科診療所の機器の状況や要望

(3) 高精細レントゲン(デジタル化等)の導入と機器の更新計画

(4) マイナ保険証とレセプトコンピューターが未接続の為、接続

支援やサポートへの対処

２．
波照間航路の高速船・フェリー

の安定運航について

(1) 5月10日のエンジントラブルの原因等の説明

(2) 海上で乗客を乗せ替えた経緯と安全対策について

(3) 長期的な安全性と安定的な運航を実現する為の事業者への安

全対策等の強化について

(4) フェリーがドック入りした際の代替船の対応と町有船つむぎ

の活用

３．
石垣ー波照間航路サーチャージ

撤廃検討について

(1) 高速船とフェリーの両方の撤廃を対象するのか

(2) 撤廃した時には赤字が膨らみ、その補填として国や県、町の

補助金がこれまで以上に増額することにはならないか。

４．
波照間航路改善計画策定につい

て

(1) 計画を策定するに至った経緯と現状認識、船舶共有建造制度

の内容と本計画の目的について

(2) JRTTへのリース料や利子相当分があり、返済が難しくなっ

た時の国からの交付金や補助金の補正などが適用できる仕組みは

あるのか

(3) 公募型プロポーザルの応募件数と決定した事業者、そのプレ

ゼンの内容について

５．
住宅リフォーム支援事業につい

て

(1) 令和5年度から7年度までの島ごとの工事内訳、件数と請負会

社の住所地

(2) 建設会社が無い島を対象とした、町単独のリフォーム支援事

業を新設し、町内島間の格差を減らし、バランスの取れたリ

フォーム事業の新たな取組について

６． ムシャーマ公園の整備

(1) 東屋の整備

(2) 遊具に隣接する非核平和の町宣言の立て看板の公園内への移

設

７．
訪問税の進捗と課題への対応状

況について

(1) 総務大臣との協議や各種手続き、実施に伴う環境整備の進捗

(2) 特別徴収義務者との協議後の状況に変化はあるか

(3) 2026年度中の施行を目指すにあたり、観光客や住民への訪

問税周知の取組み

(4) 町民は非課税、町民以外は税額千円は今後も考えに変わりは

無いか

(5) 郷友会との話合いの進捗

4 山盛　力 １． 小浜西表間の架橋構想について (1) 取り組み要望



順位 氏名 要　　旨件　　名

5 宮良　道子 １．
町内在住正規職員と会計年度職

員について

(1) 町内在住正規職員数・会計年度職員数と石垣在住正規職員数

と会計年度職員数は

(2) 町内正規職員・会計年度職員の職場は

(3) 児童生徒が接する教育現場で町職員は会計年度職員のみだが

どう思うか

(4) 全国的に会計年度職員は雇用者の都合で1年で解雇されたり

と生活が不安定と聞くが竹富町はどうか

２．
町内診療の獣医師の渡航費等の

支援

(1) 西表島以外に動物病院がない中で石垣からの獣医師の診療で

家畜の建康が守られている。人間への介護サービスに対しては石

垣からの事業所への渡航費の支援がある。獣医師への渡航費（船

賃・駐車場料金）はできないか

３．
介護保険と介護サービス・国保

税について

(1) 介護保険料は等しく収めているのに首都と同じサービスが受

けられない事をどう思うか

(2) 介護サービス1～２時間に対し渡航時間が６時間（無給）に

ついてどう思うか、その改善策は

(3) 高齢者人口の多い小浜島・竹富島に小規模多機能型施設はで

きないか？それにより町内他島の介護派遣はできないか

(4) 国保税ついて、ウクライナでの物価高騰・中東での燃料高騰

で第１次産業や自営業の町民負担は大きい国保三方式に早期移行

し町民の負担軽減は図れないか。

４． 竹富町の海上交通について

(1) 多機能型貨物船つむぎのバースについて。今予算でバース希

望場所の耐久度検査を行う予算が計上されているが、今後のスケ

ジュールは

(2) 10月から島間移動の島めぐり周遊船の試験運転が予定されて

いるが、その時間や計画内容は

５． パレットについて

(1) 新聞で大きく取り上げられリサイクル企業から支援の申出は

何件でその内容は

(2) 企業の中でシートパレットの考案があり国の補助事業が採択

されれば町も共同で始めるとあるが、シートパレットにフｵーク

リフトは使えるのか

(3) 企業側は石垣から本島へ輸送は可能だが町内から石垣への輸

送が問題となっている。流通方法の見直がなされない限り、延々

とパレットはやってくる、町内移動式の破砕機の購入はできない

か

６． 大原庁舎建設について

(1) 町民説明会の進捗と町民の意見についてと今後の計画につい

て

(2) パブリックコメントの実施は

(3) 債務負担行為について

７． 訪問税について
(1) 進捗は

(2) 今後のスケジュールは

6 前津　芳生 １． 西表島近海の地震について
(1) 現在の状況

(2) 今後の対応

２． 町内の自転車通学について (1) 自転車の安全学習について



順位 氏名 要　　旨件　　名

6 前津　芳生 ３．
西表島西部の生コンプラントの

再開について
(1) 再開について

４． 竹富町の農業振興について

(1) 西表西部のジャンボタニシの食害について

(2) 中山間地域等直接支払交付金について

(3) 黒島地区仔牛預託事業について

(4) 担い手について

7 上盛　政秀 １．
福祉事務所未設置町村による相

談事業について
(1) 事業内容について

２．
オンライン診療・遠隔医療の導

入について
(1) 現在取組み状況等について

３．
高等教育機関・研究機関等誘致

事業について
(1) 取り組み状況等

４．
各地区既存井戸再生活用（災害

井戸制度）について
(1) 取り組み内容について

５．
伝統祭事等の保存・継承につい

て
(1) 郷友会帰島支援対策について

６． 小浜公園整備事業について (1) 進捗状況

７． 小浜民俗資料館整備について (1) 進捗状況

8 三盛　克美 １．
西表島西部地区における地域交

通の確保について

(1) 船会社無料送迎バス廃止への対応

(2) 白浜～上原港間の移動手段

(3) 路線バスと船舶ダイヤの連携

(4) 循環バスの可能性

２．
高齢者が住み慣れた島で暮らし

続けるための支援について

(1) 小規模多機能事業所の整備

(2) 訪問介護体制の構築

(3) 高齢者住宅の整備

(4) 介護人材の確保

(5) 高齢者の居場所作り

３．
持続可能なごみ処理体制の構築

について

(1) ごみ袋不足への対応

(2) ごみ袋材質変更の可能性

(3) 生ゴミ処理実証実験

(4) 粗大ごみ料金の適正化

４．
子どもたちの学びを支える教育

環境の充実について

(1) 支援員不足

(2) スクールカウンセラー配置

(3) 学校施設修繕の迅速化

５．
集落支援員制度の活用と今後の

あり方について

(1) 制度の周知

(2) 業務内容

(3) 地区ごとの活動状況の違い



順位 氏名 要　　旨件　　名

9 大浜　一将 １．
1.	行政支出を地域の力に変える

経済循環について

(1) 行政支出に対する基本的な考え方

1億円で1億円分のモノやサービスを購入して終わるのが「消費」、1億

円を使って1億5千万円、2億円の仕事や所得、税収を生み出すのが「投

資」と考える。町の予算執行において、町として「消費」と「投資」の

どちらを重視すべきと考えているか。

(2) 地元企業活用による経済循環

行政が行える最も身近な投資の一つは、地元企業や町民への発注である

と考える。町内経済循環を促進するため、現在どのような取り組みを

行っているか。行政支出が町民所得の向上につながる仕組みづくりにつ

いてどのように考えているか。

２．
町と町民をつなぐ仕組みづくり

について

(1) 町民が主体となるまちづくり

竹富町には様々な知識や経験、技術を持った町民がいる。こうした人材

が行政サービスや地域課題の解決に関われる仕組みを構築すべきと考え

るが、町の考えはどうか。

(2) 職員数と行政運営

竹富町の職員数は、類似自治体と比較して多いのか少ないのか。過去

10年間の職員数の推移と人口推移をどのように分析しているか。

(3) 職員負担の軽減

職員の業務量は適正と考えているか。一般職員の有給休暇取得率と時間

外勤務の状況はどうなっているか。

(4) 町民の力を活かした行政運営

町長が町民の声を積極的に行政へ反映していることは評価している。一

方で、職員への負担増加や業務の停滞が生じていないか。地域住民や民

間事業者への委託、指定管理等を活用し、町民がまちづくりに参加しな

がら職員負担も軽減する仕組みが必要と考えるがどうか。

３．
公共工事における地元企業の受

注機会確保について

(1) 旅費の取り扱い

竹富町の公共工事における旅費の取り扱いはどのような制度・基準と

なっているか。旅費を別途精算する工事としない工事の違いは何か。

(2) 地元企業への影響

地元企業が参加したものの落札できなかった案件のうち、旅費を別途精

算していた場合、実質的には地元企業の方が安価で施工できた事例はあ

るか。過去5年間の実績はどうなっているか。

(3) 地元企業の受注機会確保

以下のような取り組みは行われているか。

設計段階：分割発注の検討

発注段階：地域要件の設定

入札段階：地元企業への加点評価

契約段階：地元下請け活用条件

施工段階：地元雇用促進

(4) 公共工事を地域への投資として考える視点

地元企業が受注することで、地域内経済循環、給与水準の向上、人材育

成、技術継承、設備投資、災害対応力の強化につながると考える。公共

工事は単なる施設整備ではなく、地域への投資という視点も重要ではな

いか。地元企業が不利になりやすい旅費別途精算方式ではなく、旅費も

含めた総事業費で比較する発注方式を検討すべきではないか。

４． つむぎの運航環境改善について

(1) 石垣港における専用バース整備

つむぎは町民生活や地域経済を支える重要な物流インフラである。現

在、石垣港に専用バースがないことにより、船を着岸できない状況が発

生し、荷物の遅延や機会損失が生じている。専用バース整備に向けた現

在の進捗状況はどうなっているか。町としてどのような支援や働きかけ

を行っているか。

(2) 専用バース整備までの暫定的な対応

専用バースが整備されるまでの間、既存の民間バースの活用など柔軟な

対応が必要と考える。ドリーム観光など民間事業者のバースを利用でき

るよう、町として関係機関との調整や支援を行う考えはないか。

(3) 町による利用促進

つむぎは地域物流を支える重要な事業であり、安定運航のためには一定

の利用量の確保も必要である。町が発注する工事資材や備品、行政物資

の輸送について、可能な範囲でつむぎを優先的に利用する考えはない

か。地域経済循環や物流維持の観点から、町としてどのような支援策を

考えているか



順位 氏名 要　　旨件　　名

10 山下　義雄 １．
持続可能な町政運営に向けた財

源確保について

(1) 訪問税導入の進捗について

(2) 沖縄県宿泊税との連携について

(3) ふるさと納税のさらなる推進について

(4) ふるさと住民登録制度の導入について

２．
住民生活を支える基盤整備につ

いて

(1) 水道施設の更新と持続可能な事業運営について

(2) 下水道事業の今後の方向性について

(3) 医療・福祉体制の充実について

(4) 県立八重山病院ヘリポートの恒久整備及び離島救急搬送体制

の強化について

(5) 防災拠点としての庁舎整備について

３．
竹富町の価値を未来へ継承する

取り組みについて

(1) 自然環境の保全について

(2) 世界自然遺産との共生について

(3) 伝統文化及び公民館活動の継承について

(4) 持続可能な観光振興について

11 大久　研一 １．
過疎法経過措置終了後を見据え

た財政運営

(1) 過去10年間の過疎債活用実績

(2) 過疎債活用の考え方及び残された期間の重点事業について

(3) 過疎債、国庫補助率嵩上げ及び税制優遇措置終了による財政

影響について

(4) 事業への影響と各課の対応について

(5) 令和10年度以降の財政運営及び国・県への制度要請について

２．
訪問税の認可取得及び徴収方法

について

(1) 総務省との協議状況及び認可に向けた課題

(2) 町民負担軽減策及び年間定額方式導入の考えについて

(3) 船会社との協議状況及び徴収方法について

(4) 航路事業者への負担軽減について

(5) 訪問税導入の見通し及び自主財源確保に向けた考えについて

３．
事業評価及びPDCAサイクルに

ついて

(1) 事業実施途中の進捗管理及び効果検証

(2) 事業内容の見直し及び縮小判断の仕組み

(3) 事業終了後の評価及び予算編成への反映

(4) 評価結果の公表

(5) ドローンによる物資輸送事業や汚泥処理センターその他事業

の検証及び今後の事業立案への活用

４．

竹富町内におけるガソリン価格

差と石油製品輸送費補助制度に

ついて

(1) 町内におけるガソリン価格の実態

(2) 価格差が生じている要因

(3) 石油製品輸送等補助制度が離島間の実態を適切に反映してい

るか

(4) 制度改善に向けた県への要請及び今後の対応


